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一

　

は
じ
め

に

　

曇
鸞
は

、

『

無
量
寿
経

優
婆
提
舎
願
生

偈
註
』

（

以

下
『

論
註
』

∀

に

お

い

て
、

他
力
に

よ

る

易
行
道
を

提
示
し

て
い

る
。

『

論
註
』

に

お
い

て
、

こ

の

「

他
力
」

に

深
く

関
わ
っ

て

く
る

語
と

し

て
、

「

増
上

縁
」

が

挙

げ
ら

れ

る
。

　
『

論
註
』

に

お
い

て
、

「

増
上

縁
」

は
三

箇

所
出
て

く
る

。

 
阿
弥
陀
如
来
為
二

増
上

縁

嬉

 
然
覈
求「

其
杢
阿
弥
陀
如
来
為
二

増

麁

　

 
以
レ

斯
蘇
推

、

他
力
為
二

増

無
麹｝

 
と

 
の

文
に

お
い

て

は
「

増
上
縁
」

と
し

て
の

「

詞

弥
陀

如
来
」

が
、

 
の

文
に

お
い

て

は

「

増
上

縁
」

と

し

て

の

「

他
力
」

が
示
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

『

論
註
』

所
患
の

「

増
上

縁
」

に

つ

い

て

は
、

過

去
に

多
く

の

註
釈
が

な

さ

れ

て

き
た

。

例
と

し

て
、

よ

り
詳
細
な
解

説
が

な
さ

れ

て
い

る

深
励
師
の

『

浄
土

論
註
講

義
』

を

紹
介
す
る

。

深
励
師
は

、

『

論

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
4

）

註
』

冒
頭

に

お

け
る

易
行
道
の

説

示
の

中
に

出
て

く
る

「

信
仏
因

縁
」

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

暑
　
平
成
二

十
六

年
三

月

と
あ
る

中
の

、

「

因
縁
」

に

つ

い

て

言
及
し
て

い

る

箇
所
に

お
い

て
、

名
目
は

通

途
の

四

縁
の

法
相
の

通

り
に

、

た

と
へ

阿
弥
陀
如
来
の

増
上

縁
が

あ
っ

て

も
行
者
の

方
に

往
生
の

親
因
縁
が

な

く
て

往
生
す
る

な
ら

ば
、

其
れ

は

他
因
外
道
の

計
も

同
じ
こ

と

じ
ゃ

と

難
ぜ

ら

れ
ぬ

や

う
に

、

此

所
に

行
者

の

信
仏
の

困
縁
を

出
し

、

巻
末
に

は

他
力
の

増
上

縁
を
挙
げ

、

行
者
の

因

縁

と

仏
の

増
上

縁
が

相
依
て

往
生
す
る
と

云

う
が

通
規

に

違
せ

ざ
る

所
な
躰
ゲ

と

示
し
て

い

る
。

こ

こ

に

示
さ

れ

る

「

因
縁
」

と
は

、

四

縁
の

中
の
一

つ

で

あ
る

「

困
縁
」

で

あ
り

、

中
村
元
氏
は

、

「

結

果
を
生

ず
る

直
接

　
　

　

　
　
（
6

）

的
内
的
な

原

因
」

と
示
し

て

い

る
。

「

行
者
の

因
縁
と

仏
の

増
上

縁
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

四

縁
の

「

増
上

縁
」

は

「

間
接
的
原
因
」

と

し

て

理

解
さ

れ
て

い

る
こ

と

が

飼
い

知
れ

る
。

そ
の

上

で
、

「

聞
接
的
原
鶴
」

と

し
て

の

「

増
上

縁
」

を
、

そ
の

理

解
が

「

通

規
に

違
せ

ざ
る

所
な

り
」

と

詣
摘
し

て

い

る
。

さ
ら
に

、

　
け

れ
ど

も
意
は

別
途
を

談
ず
る

故
、

…

増
上

縁
と

云
へ

ば
と

て

外
か
ら

助
け

　
る

位
の

こ

と

で

は

な
い

。

衆
生

が

往
生
す
る

匳
も
果
も
悉
く
皆
弥
陀
の

本

願

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ア
　

　
力
に

依
る

と

宣
ふ

な

り
。

六
一
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増
上

縁
の

研

究
（

福
　
田
）

と
示
し
て

あ
る

。

「

間
接
的
原
因
」

と

し

て

の

み
で

は

な

く
、

因
も
果
も

成
立

さ

せ

る

本
願
力
の

「

増

上

縁
」

と
い

う
理
解
を

説
示

し
、

そ
の

理

解
を

別
途
の

理

解
、

つ

ま

り
真

宗
独
自
の

解
釈
で

あ
る

と

示
し

て

い

る
。

　
こ

こ

で

「

因
」

と

「

縁
」

と
い

う
概
念
に
つ

い

て

確
認
し

て

お

き
た

い
。

中

村
氏
は

、

「

因
は

結
果
を

招
く
べ

き

直
接
の

原

因
、

縁
は

因
を

助

け
て

結

果
を

生
ぜ

し

め

る

間

接
の

原
因

。

直

接
的
・

間

接
的
な

原

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

8∀

因
。

内
部
的
直
接
的
原
因
と

外
部
的
間
接
的
原
因

。

」

と

示
し
て

い

る
。

本
論
に

お
い

て
、

「

因
」

と

「

縁
」

の

語
は

、

基
本
的
に

は

こ

の

意

味

に

お
い

て

使
用
す
る

。

深
励
師
の

使
用

す
る

「

親

因
縁
」

（

四

縁
の

中
の

因
縁）

と

は
、

「

因
」

の

こ

と

で

あ
り、

「

間

接
的
原
因

」

と
理

解
さ

れ

る

「

増
上

縁
」

と

は
、

「

縁
」

の

こ

と

で

あ
る

こ

と

が

窺
い

知
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

「

増
上

縁
」

を
解
釈
す
る

に

あ
た

り
、

「

因
」

や

「

縁
」

と
い

う
概
念
が

注
視
さ

れ

て

き

た
こ

と

が

分
か

る
。

仮
に
、

「

増
上

縁
」

を

「

縁
」

と

し

て

の

み

解
釈
す
る

説

を

A
説

、

深
励
師
が

示
し

た
よ

う

に
、

「

増
ヒ

縁
」

に
つ

い

て

「

因
」

と

「

縁
」

と
い

う
概
念

を

含
む
語
と

し
て

解
釈
す
る

説
を
B
説
と

す
る

。

　

先
学
に

お
い

て
、

こ

の

よ

う
に

二

説
を

挙
げ
て

、

B
説
を

真
宗
独
自

の

解
釈
と

す
る

説
示
は

多
く

見
受
け
ら

れ
、

「

増
上

縁
」

を
解
釈

す
る

に

あ
た

り
、

「

因
」

や

「

縁
」

と
い

っ

た

概

念
が

注

視
さ

れ

て

き
た
こ

　
　

　
　（
9）

と

が
分
か
る

。

　

し
か

し
、

先
に

挙
げ
た

深
励
師
の

説
示
に

は
、

B
説
の

根
拠
を
『

論

六
二

註
』

の

文
の

上
か

ら

示
す
よ

う
な

説
示
は

確
認
で

き
な
い

。

『

論

註
』

に
お

け
る

他
の

註
釈
に

お
い

て

も
、

文
の

上

に

B
説
の

根
拠
を

見
出
す

よ

う
な
説
示
は

な
い

。

「

論
註
』

当
面
に

お
い

て

は
、

「

増
上

縁
」

の

語

を
註
釈
す
る

箇
所
は

見
受
け
ら

れ

な
い

の

で
、

『

論
註
』

に

お

け
る
「

増

上
縁
」

の

用
例
か

ら
、

曇
鸞
の

理

解
す
る

「

増
上

縁
」

に
つ

い

て

検
討

し
て

い

き
、

B
説
の

根
拠
と

な

る

箇
所
を
検
討
し
て

い

く
。

二

　
『

論
註
』

に

お

け
る

「

増
上

縁
」

の

用
例

　
『

論
註
』

巻
上
の

妙
色
功
徳
釈
に

、

「

増
上

縁
」

と

し

て

の

「

阿
弥
陀

如
来
」

が

示
さ

れ

て

い

る
。

所
以

者
何・

彼
土

金
光
絶
下

従
二

垢

業
生
上

故
・

清

猛…
レ

不
二

成
就

画

こ

こ

に
は

、

安
楽
国
中
の

光
明
が

、

他
国
よ

り
も
勝
れ

て
い

る

と
い

う

こ

と

の

根
拠
と

し

て
、

安
楽
浄
土

の

「

清
浄
」

が

「

成
就
」

さ

れ

て

い

る
こ

と
が

挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

続
い

て
、

　
安
楽
浄
土
是

無
生

忍

菩
薩
浄
業
所
起

。

阿

弥
陀
如
来

法
王

所
領

。

阿
弥
陀

如

来
為
二

増
上

縁

確

と

示
さ

れ

て

い

る
。

安
楽

浄
土

の

清
浄
成

就
の

内
実
を

、

「

無
生

忍
菩

薩
浄
業
所
起
」

と

「

阿

弥
陀
如
来

法
王

所
領
」

と
の

二

つ

に

開
き

、

そ

れ

は

「

阿
弥
陀
如

来

を

増
上

縁
と

な

す
」

こ

と

で

あ
る
と

顕
さ

れ

て
い

る
。

よ
っ

て
、

こ

こ

か

ら

は
「

無
生
忍

菩
薩
浄
業
所
起
」

と
「

阿

弥
陀

如
来
法
王

所
領
」

と
の
、

二

つ

の

説
示
に
つ

い

て

検
討
す
る

。

　
「

無
生
忍

菩
薩
浄
業
所
起
」

の

「

無
生
忍

菩
薩
」

と

は
、

『

論
註
』

性

一 590 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

功

徳
釈
に

お
い

て
、

　
序
法
蔵
菩
薩

、

於
＝

世
自
在
王

仏
所納

悟
二

無
生

法
忍
司

爾
時

位
名
二

聖

種
性
謁

於
二

是
性

空
発
二

卅
八

大

願

修
二

起
此

主

即
日

二

安
楽

浄

華

と

あ
る

よ

う
に

、

法
蔵
菩
薩
が

、

世
自
在
王
仏
の

も
と

で

無
生

法
忍
を

悟
り

、

安
楽
浄
土

を

修
起
し

た

と

顕
さ

れ
て
い

る

の

で
、

妙
色
功
徳
釈

に

お
い

て

示
さ

れ

る

「

無
生

忍
菩
薩
」

と
は

、

法
蔵
菩
薩
で

あ
る

と
理

解
で

き
る

。

次
に

、

「

無
生

忍

菩
薩
浄
業

所
起
」

と
い

う

説
示
の

中
の

「

所
起
偏

に

注
鷺

す
る

。

『

論
註
廳

清
浄
功

徳
釈
に
は

、

仏

本

所
二

以

起
二

此

荘
厳
清
浄
功
徳

賓
−

是
故

翻
…

翻

瀏
矧
徳

華

と

示
さ

れ

て
い

る

よ

う
に

、

安
楽
浄
土

の

荘
厳
は

、

仏
に

よ
っ

て

「

起

こ

さ

れ
た
」

も
の

で

あ
る

こ

と
が

分
か

る
。

ま
た

、

『

論
註
』

浄
入
願

心
章
に

は
、

　
此
三

種
荘
厳
成
就
由

三

本
四

十
八

願

等

清
浄
願
心

之

所
二

荘
厳議

因
浄

故
果

鵝
と

示
さ
れ

て
い

る
。

そ

れ

ぞ
れ
の

荘
厳
に
つ

い

て

は
、

仏
に

よ
っ

て

「

起
こ

さ

れ

た
」

と

さ

れ

る

三

種
荘

厳
に
つ

い

て
、

四

十
八

願
に

よ
っ

て

成

就
さ

れ
た
も
の

で

あ
る

と

示
し

て

い

る
。

ま

た
、

「

四

十
八

願
に

よ

る

成
就
」

と
い

う
事
態
を

、

荘
厳
の

因
と

し
て

み

て
い

る

こ

と

が

分

か

る
。

よ
っ

て
、

荘
厳
に

と
っ

て
、

荘
厳
成
就
の

過
程
と

し
て

語
ら
れ

る
、

仏
に
よ
っ

て

「

起
こ

さ

れ

た
」

と

い

う
事
態
か

ら

も
、

因
と

し
て

み
る

こ

と
が

可
能
で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

妙
魚
功
徳

釈
に

お

け
る

「

無
生
忍

菩
薩

浄
業
所

起
」

増
上

縁
の

研

究
（

福
　
田
）

と
い

う
説
示
は

、

安
楽
浄
土
の

繊
立
の

、

困
の

側
面
に
つ

い

て

の

説
示

と
し

て

理

解
さ

れ

て

い

る
こ

と
が

指
摘
で

き
る

。

　
次
に

、

「

阿
弥
陀

如
来

法
王

所
領
」

と

は
、

「

所
領
」

と

あ
る

の

で
、

「

所
領
」

と
さ

れ

る

安
楽
浄
土
か
ら

み

た

と

き
、

「

能
領
」

で

あ
る

阿

弥

陀
如
来
法
王

は
、

安
楽
浄
土

自
体
に

と
っ

て

外
の

事

象
で

あ
る
こ

と
が

推
察
で

き

る
。

ま
た

、

『

論
註
』

に

お
い

て
、

「

縁
」

と
い

う
語
は

、

『

論

註
』

十
念
釈
義
に

お
い

て
、

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
蔦
）

　
芳
総
稲
若
嬲
相

、

陣一
所
観
縁
ハ

心
無
二

他
想一

十
念
棚
続
名
為
二

十
念
述

と

示
さ

れ

て
い

る

よ

う
に

、

「

燐
観
」

を
「

縁
」

と

し

て

捉
え
て

い

る
。

「

観
ず
る
」

の

は
、

『

観
経
』

に

示
さ

れ
る

「

五

逆
・

十
悪
の

人
」

で

あ

る

が
、

そ
の

人
に

と
っ

て

の

「

所
観
」

と

は

「

観
」

の

対
象
で

あ
っ

て
、

外
の

事
象
で

あ
る

と
考
え
ら

れ
る

。

よ
っ

て
、

『

論
註
』

に

お
い

て
、

外

の

事
象
を
「

縁
」

と

し

て

捉
え
る

箇
所
が

あ
る
こ

と
が

指
摘
で

き
る

。

こ

こ

で

の

「

縁
」

は
、

深
励
師
の

示

す
「

外
か

ら

助

け
る
」

と

理

解
す

る

「

増
上

縁
」

、

そ
し

て

中
村
氏
が

示
す
「

外
部
豹
聞

接
的
原

困
」

と

さ
れ
る

「

縁
」

で

あ
る
こ

と

が

推
察
で

き
る

。

こ

の

よ

う
に

．

安
楽
浄

土
の

「

能
領
」

で

あ
る

阿
弥
陀
如
来

法
王

を
、

安
楽
浄
土
の

縁
と
し
て

理
解
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

　
　
　
　
　

、

　
よ
っ

て
、

安
楽
浄
土
の

成
立
の

因
の

側
面
と
し
て

示
さ

れ
る

「

無
生

忍
菩
薩
浄
業
所
起
」

と
、

縁
の

鰯

面
と
し

て

示
さ

れ
る

「

阿
弥
陀
如
来

法
王

所
領
」

と

い

う
二

種
の

説
示
を

、

「

陶

弥
陀

如
来
為
二

増
上

縁
一
」

の

内
実
と

し
て

見
る
こ

と
が
で

き
る

。

安
楽
浄
土

に
つ

い

て

承
さ

れ

る

六
三
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増
上

縁
の

研
究
（
福
　
田）

阿
弥
陀
如
来
の

「

増
上

縁
」

は
、

先
に

挙
げ
た

B
説
の

よ

う
に

、

縁
と

し
て

で

は

な
く

、

因
と

い

う
概
念
も
含
ん

だ
、

特
殊
な

「

縁
」

と

し
て

理
解
さ
れ

て

い

る

こ

と

が

指
摘
で

き
る

。

三

　
小
結

　
『

論
註
』

に

お
い

て
、

「

増
上

縁
」

は

三

箇
所

使
用
さ

れ

て

い

る

が
、

妙
色

功
徳

釈
に

お
い

て
、

安
楽
浄
土

に

対
す
る

阿
弥
陀
如
来
の

「

増
上

縁
」

が

示
さ

れ
て

い

る
。

そ
こ

に

は
、

安
楽
浄
土

の

成

就
に

つ

い

て
、

「

因
」

と
い

う
側
面

か

ら
の

説
示
と

、

「

縁
」

と

い

う
側

面

か

ら
の

説
示

が

示
さ

れ
、

そ
の

上

で
、

阿
弥
陀
如
来
の

「

増
上

縁
」

に

よ
っ

て
、

安

楽
浄
土

が

成
就
す
る

と
い

う
こ

と

が

顕
さ

れ

て
い

た
。

こ

こ

で

使
用
さ

れ

る

「

増
上

縁
」

は
、

そ
の

箇
所
に

お

け
る

安

楽
浄
土

に
つ

い

て

の

釈

相
か

ら
、

真
宗
独
自
の

解
釈
と

し

て

提
示
さ

れ

て

き

た
、

「

特
殊
な

縁
」

と

し

て

理

解
さ
れ
て

い

た

の

で

あ
る

。

1
　
筆
者
訓
点
（

以

下
略
す）
・．

『

大
正

蔵
』

四
〇
・

入
二

九
a

二

五

〜
二

六
。

2

同
・

八

四
三

c

二

五
。

3

同
・

八

四

四
a

二

〇
。

4

同
・

入
二

六
b
七

。

5
　
香
月
院
深
励
『

浄
土

論
註
講
義
』

（
法
蔵
館、

一

九

八

四
）

七
五

b
九

　

〜
一

四
。

6
　
中

村
元
「

因
果
」

（
『
仏
教
思

想
3

因

果
』

（

平
楽
寺
書
店、

一

九
七
入
）

　

所
収）

二

九
。

六

四

7
　
香
月

院

深
励
『

浄
土

論

註

講
義
』

（

法

蔵
館

、

一

九

八

四
）

七

五

b

　
一

四
〜
一

五
、

七
五

b
一

九

〜
七
亠

ハ

a

二
。

8
　
中

村
元

「

因

果
」

（

『

仏

教

思
想

3

因

果
』

（

平
楽
寺
書

店
、

一

九
七

入）

　

所
収）

三
一

。

9
　
い

く
つ

か
の

先
行
研

究
に
お
い

て
、

『

論
註
』

に

お

け
る

「

増
上

縁
」

の

　

定
義
に

つ

い

て
、

註
釈
が

さ
れ

て

い

る
。

以

下

に
、

そ
の

箇
所
を
列
挙

　

す
る

。

道
振
『

往
生

論

註
覈
本
決
』

（
『

真
宗
叢
書
』

五
・
一

入

二
）
、

慧

　

琳
『

浄

土

論

註
顕

深
義

記
伊
蒿
鈔
』

（

『

真
宗
大

系
』

六
・

二

九

八
a

）

、

　

慧
雲
『

往
生

論

註
服
宗
記
』

（

『

真
宗
全
書
』

十
・
一

四
〇
a

）

、

宣
明
『

往

　

生
論
註
聞
書』
（

『

真
宗
全
書
』

十
一
・

七

四
b
、

二

八
入

b
）

、

大
瀛
『

往

　

生
論
註
原
要
』

（
『

真
宗
全
書
」

一

〇
・

二

五

Qa

）

等
。

こ

の

中
、

道
振

　
『

往
生

論
註

覈
本
決
』

と

慧
琳
『

浄
土
論
註
顕

深

義
記

伊
蒿
鈔
』

に

お
い

　

て、

「

因
」

や
「

縁
」

と
い

う
概
念

を
意

識
し
た

解
釈
が

示
さ
れ
て

い

る
。

10
　
『

大
正

蔵
』

四
〇
・

八

二

九
a
二

三

〜
二

四。

11

同
・

八
二

九
a
二

四
〜

二

六
。

12

同
・

八

二

八

c
一

〜

四
。

13

同
・

八

二

八
a

六
〜
一

二
。

14

同
・

八

四
一

b
七

〜
九

。

15

同
・

八

三

四
c
一

五

〜
一

七
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

曇
鸞、

『

往
生
論
註
』

、

増
上

縁
、

因
、

縁

（

浄

土

真
宗
本
願

寺
派
宗
学
院
）
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